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Ⅰ．はじめに 

１．認知症末期の入居者に対するスタッフのケアに着目する理由 

 特別養護老人ホームの入居者は年々重度化する傾向にあり，特に認知症の中期から末期

の状態の高齢者が増加している．しかしながら,認知症末期の入居者に対する取り組みは十

分に行われているとはいえない状況にある．  
２．介護スタッフのケアに関する先行研究の到達点と本研究の課題 

認知症末期の高齢者に対するケアに関連する先行研究において，介護スタッフがケアを

行う上での目標としたり，評価に結びつけたりすることができるような知見は見当たらな

いが，対象者からの反応が得られない状態で行うケアに関しては，遷延性意識障害を持つ

患者を担当する看護師の研究がある．しかしながら，これらの研究は認知症末期の高齢者

をケアする介護スタッフとも共通する点があるものの，反応が得られない状態になる以前

の関わり等の違いから，介護スタッフのケアとは異なるプロセスを持っていることが考え

られる．したがって，認知症末期の高齢者に対する介護スタッフのケアに関しての独自の

研究が必要といえる． 

本研究の目的は，特別養護老人ホームに入居する認知症末期の高齢者に対する介護スタ

ッフによるケアがどのように行われているのか，入居者の心身の状態に対するケアの評価

（認識）から対応までのプロセスを質的な調査により明らかにすることである． 

本研究における「認知症末期の高齢者」とは， Reisberg らの FAST を参考に，「認知機

能が著しく低下した状態にあり，介護者が理解し得る話し言葉がほぼ失われ，歩行障害が

出現している入居者」と定義する． 

Ⅱ．研究方法  

 「高齢者施設の介護職としての勤務経験が 3 年以上あるスタッフ」9 名を対象とし，半

構造化インタビューによりデータを収集した． 

分析は修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いて行った． 

Ⅲ．結果 

 以下に全体のストーリーラインを記述する．表記は，《 》で括られたものをコアカテ

ゴリー，【 】で括られたものをサブカテゴリーとする． 

  介護スタッフの認知症末期の高齢者への《入居者の心身の状態に対する評価（認識）》

は，【微妙なサインを感じられる】【ニーズや変化が読み取れない】【どうにもならない低下】

の３つに区分された．そして実際に行われる認知症末期の高齢者への《介護スタッフの対

応》として，【ケアを工夫する】【意識の方向を変える】【現状を割り切る】の３つのサブカ

テゴリーが抽出された．《入居者の心身の状態に対する評価（認識）》が【微妙なサインを

感じられる】と認識している場合は，《介護スタッフの対応》は【ケアを工夫する】を選択

していた．また【どうにもならない低下】と認識している場合は，介護スタッフの対応は

【ケアを工夫する】方向には向かわなかった．しかし【ニーズや変化が読み取れない】と

認識している場合は，ケアの《対応の選択に影響を与える要因》によって対応していく方

法が異なっていた．この《対応の選択に影響を与える要因》は，【デマンドの探索】【他の

人の支え】【介護スタッフの人間観】【死にまつわる経験】の４つのサブカテゴリーにより

構成されており，《介護スタッフの対応》は，《対応の選択に影響を与える要因》が絡み合

いながら選択されていた．これらの要因のうち【デマンドの探索】と【他の人の支え】は，



【ケアを工夫する】ことに結びついていた．そして【介護スタッフの人間観】は，【現状を

割り切る】対応を抑制する要因であった．また【死にまつわる経験】は，その経験の整理

のあり様によって，《介護スタッフの対応》のいずれを選択する要因になるかが異なってい

た． 
Ⅳ 考察 

１．認知症末期の入居者に対する認識のパターン 

 介護スタッフは，入居者を何らかの形で助けたいという思いを根底に持ち，担当する入

居者を注意深く観察し微妙なサインを感じていた．入居者を助ける実感が介護スタッフに

とって大切であった．しかしながら，一方で介護スタッフは認知症末期の高齢者のニーズ

や変化を把握したいという思いに流されることなく，コミュニケーションの限界も認識し

ていた．そしてそのうえで，ケアの方向性を決める拠り所を求めていると考えられる．ま

た【どうしようもない低下】の認識は，ケアの目的を見出せないという介護スタッフとし

てのアイデンティティを侵しかねない状況に対して，自己の感情をプロテクトする動きで

あると思われる． 

２．認識と対応を結び付ける拠り所 

 入居者の家族から受ける影響は，スタッフが入居者の家族にどの程度思い入れているか

どうかによっても異なっており，同僚の存在は，何に向っていくべきか共に悩み，苦労を

分かちあうものであった．また，介護スタッフの入居者への人間観には，根本的な人間と

しての存在の尊重が見られた．そして，認知症末期の入居者を一個人として認識するのに

は，その状態に至るまでのケア期間も重要なポイントであることや，死に関する経験の整

理のあり方が大切であることが明らかになった． 
３．【意識の方向を変える】や【現状を割り切る】に向かう理由 

介護スタッフは距離感を持って対応したりすること等にあまり危機感を抱いていなか

った．その理由としては，倫理的ジレンマにつぶされず，厳しい労働環境の中でのケアを

行うための現実的な選択であることが考えられる．入居者の QOL を向上させるために，介

護スタッフをケアの工夫に向かわせようとするのであれば，介護スタッフへのサポートが

必要である． 
４．今後の課題 

認知症末期の高齢者をケアする介護スタッフに必要なサポートとしては，「職場全体で

認知症末期の高齢者が示すサインを把握し伝えあう体制を整えること」や「対応の選択を

行う際の拠り所を増やすこと」，「倫理的ジレンマを感じる背景の改善を行うこと」が考え

られる．今後，これらのサポートが実際のケア現場で有効であるかどうかの検証が必要で

ある．その他「認知症が原因ではなく反応が得られない状態にある入居者への対応との比

較検討」や「介護スタッフが無意識に行っている対応の把握」についても，課題として残

されている． 
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